
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

入院面会時間 ホームページなどでご確認ください。

公共
交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き
静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

ご来院の際はマスクの着用にご協力ください。

インスタグラム

山之上 弘樹
院 長

病院や医療法人の合併・買収が最近目立つようになっています。医療法人徳洲会も各地の
病院、医療法人との合併をこの数年行ってきました。特に北海道、東京、神奈川、大阪でそ
の動きが目立ちました。多くの病院の経営状況が厳しいのは以前もお伝えした通りで、特に
中小の病院単独での運営は非常に厳しい状況になっています。しかし地域にとってなくては
ならない病院が消えてしまうのは地域医療にとって大きな損失です。他の病院グループも同
様の動きをしているようで、医療法人の大型化と、それに伴う購買力の拡大で、そのスケー
ルメリットを大きくしようとしているようです。
これからの病院経営の形は今までとは異なるものになるかもしれませんが、当院は医療法

人徳洲会の一員として引き続きこの地域に貢献してく所存です。
今月もよろしくお願いします。
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当院では患者様の「食べたい」を支援するため、「しずとく食べるプロジェクト」を立ち
上げ、病院全体で取り組んでいます。
昨年からは、食事介助の知識と技術向上のため、NPO法人「口から食べる幸せを守る会」

の小山珠美理事長をお招きし、職員に向け食事介助の実技セミナーを開催してまいりまし
た。今年は、昨年受講したセミナーの振り返り研修会を行い、学んだ知識や技術を維持継
続できるよう努力しています。また、毎月ミールラウンド（患者様が実際に食事をしてい
る場面を多職種で観察し、摂食・嚥下・食事姿勢などを評価する）を実施し、各部署での
取り組みを確認しています。
10月３日に小山珠美講師が来院し、ミールラウンドを行いました。食事摂取中にむせこ

みが見られる方や姿勢が崩れてしまう方など、実
際の食事場面での様々なアドバイスをいただくこ
とができました。また、当院で気管切開している
患者様が、経管栄養から食事摂取ができるように
なった姿に感動されていました。当院での取り組
みを評価していただき大変嬉しく思いました。
一人でも多くの患者様の「口から食べたい」と

いう思いを支援し、寄り添えるよう今後も職員一
同知識・技術の研鑽をしてまいります。

栄養サポートチーム

しずとく プロジェクトプロジェクト
活 動 報 告食べる食べる



地域のみなさまの価値観と希望を尊重し、
安心と快適さを提供する看護を目指して
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インフルエンザの流行は、日本では例年11月下旬～12月上旬に始まり、翌年１月～３月に
ピークを迎えていましたが、近年は早まる傾向にあります。
今年は昨年より１か月早い10月３日に全国的な流行シーズンに入ったと厚生労働省から発
表がありました。
インフルエンザは普通のかぜとは異なり、突然の38℃以上の高熱や、関節痛、筋肉痛、頭

痛などの他、全身倦怠感、食欲不振などの全身症状が強く現れるのが特徴です。
インフルエンザウイルスは増殖のスピードが速いため、症状が急速に進行します。症状が
出現して48時間後にはウイルスの増殖のピークを迎えるため、48時間以内に抗インフルエン
ザウイルス薬の治療を開始することが重要です。

抗インフルエンザウイルス薬を発症後すぐに使用すると、使用しない場合と比べて発熱期
間が１～２日短縮されたり、重症化や肺炎などの合併症を引き起こすリスクが軽減されたり
しますが、発症後少なくとも５日間は感染力をもつ期間が続きます。仕事や学校は、感染拡
大を防ぐため、発症後５日、かつ解熱後２日（幼児は３日）が経過するまで休むことが推奨
されています。咳やくしゃみ等の症状が続いている場合には、不織布製マスクを着用する等、
周りの方へうつさないよう配慮しましょう。

インフルエンザ治療薬インフルエンザ治療薬インフルエンザ治療薬インフルエンザ治療薬

薬局長　中尾　志穂
早いもので、大阪万博も終わり、2025年もあと少しという時期になってきました。気候の

不安定さが続いているので、体調に気をつけてお過ごしいただきたいと思います。
みなさんは、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）という言葉を聞いたことがありま
すか？アドバンス・ケア・プランニングは、「必要に応じて信頼関係のある医療・ケアチーム
等の支援を受けながら、本人が現在の健康状態や今後の生き方、さらには今後受けたい医療・
ケアについて考え、家族等と話し合うこと」と定義されています。生き方や医療についての
自分の意思や希望は、年齢や健康状況によって変化していくものです。人生における様々な
タイミングの中で、もしもの時を考えて、日頃から医療者や身近な方と自分自身の価値観や
希望についてお話をすることが大切です。これを「人生会議」と呼びます。人生会議を行う
ことで、もしもの時に自分自身で意思を伝えられない状況であったとしても、身近な方がみ
なさんの意思を尊重した方向性を決めることができます。ACPは、各市町村でも推進してい
ますので、静岡市のホームページもぜひのぞいてみてください。
今年度、当院でも意思決定支援への取り組みを強化するため、職員は研修や講習会など積
極的に参加しています。意思決定支援について理解を深めるとともに、地域のみなさんの価
値観と希望を尊重した医療・看護の提供を目指し、職員一同、努力してまいります。

看護部長　志賀　千明

部署だより
（看護部）
部署だより
（看護部）

部署だより
（薬剤部）
部署だより
（薬剤部）

看護学生対象
オープンホスピタルの

お知らせ

2025年12月20日（土）
13：00～ 15：00

薬剤名 服用方法 特徴 服用期間

タミフル
（オセルタミビル） 内服薬

広く使われている、実績豊富な薬
１歳未満の乳児から使用可能
ジェネリック医薬品がある

１日２回、５日間服用

ゾフルーザ 内服薬 １回の服用で治療が完了する
ウイルスの増殖を初期段階で抑制する １回服用で終了

イナビル 吸入薬 １回の吸入で治療が完了する １回吸入で終了

リレンザ 吸入薬 広く使われている吸入薬 １日２回、５日間吸入

ラピアクタ 点滴薬 経口摂取や吸入が難しい重症の患者向け １回点滴で終了

抗インフルエンザウイルス薬一覧
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